


【別添】

IOWN構想の具現化やさまざまな産業への技術の展開 課題解決などの取り組みを推進しました。

IOWNによる新たな価値創造（構想から実現へ）

IOWN構想の具現化に向けた研究開発

IOWNのオープンイノベーション

【光電融合デバイスの製造会社設立】
■NTTイノベーティブデバイス株式会社を2023年6月に設立しました。同社を通じ、IOWN構想の要となる光電融合デバイスの製品開発ならびに市場投入と事業拡大の加速を図り、光電融合のメリットであ

る圧倒的な低消費電力化を、通信領域だけでなくデータセンター等コンピューティング領域に導入 適用拡大することによって、社会全体の電力消費量増加の流れを克服し、カーボンニュートラルの実現に向けて

【実用化の加速】
■2023年3月に商用サービス オールフォトニクス ネットワーク（APN） IOWN1.0の提供を開始したほか、APNを活用した多拠点間の広域リモートプロダクションプラットホームの形成および発展の加速に向

けた連携 協力に関する協定を、2023年11月にソニー株式会社と締結しました。これまで届けることのできなかった地方のスタジアムやライブ会場のコンテンツ配信など、利便性に優れたサービスの提供による顧

■主要なデータセンター間をIOWN APNで接続し、離れたデータセンター間もリアルタイムで連携することで、あたかもひとつのデータセンターのように利用できる環境構築を進めました。従来、データセンターは
都心部などに集中していましたが、この取り組みを地域のデータセンターへも拡大し、IOWN APNの特性（超高速 超低遅延）を活かした分散型データセンターを実現していきます。

■国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）が公募した「Beyond5G 研究開発促進事業」や「革新的情報通信技術（Beyond 5G（6G））基金事業」、国立研究開発法人新エネルギー
産業技術総合開発機構（NEDO）が公募した「ポスト5G情報通信システム基盤強化研究開発事業」において、IOWNをはじめとした最先端技術を提案した当社および共同提案者が、実施企業に採択さ
れました。共同提案者ならびに IOWN Global Forum参加のパートナーとともに、IOWNの研究開発を加速し、事業化に向けて取り組んでいきます。

■世界のさまざまな企業 団体とユースケースを議論し、必要となる技術、フレームワーク、アーキテクチャの開発を進めることで、新たなコミュニケーション基盤としてのIOWNの実現をめざしており、世界の主要な
ICT企業などが参加するIOWN Global Forumのメンバー数は、139組織まで拡大しました。（2024年3月末時点）


